
令和４年度 ICTを活用した障害のある児童生徒等に対する指導の充実
（ICTを活用した自立活動の効果的な指導の在り方の調査研究）＜千葉県＞

対面による指導が難しい場合の学びの保障や、教師の指導力の向上などの観点から、遠隔による自立活動の効果的な指導の在り方について調査研究に取り組む。5つの
小学校、2つの中学校を研究指定し、実践をとおして障害種別に効果的な指導について明らかにする。

○背景1 県・学校の状況から
・臨時休校で明らかになった障害のある児童生徒の家庭における自立活動の指導の難しさが課題
・特別支援学級在籍や通級による指導を受けている児童生徒数の急増に伴う、担当教師の指導力の向上が課題
・障害のある幼児児童生徒が、個々の障害の状態等に応じてICTを正しく使いこなし、自分らしい生き方をしていけるようにするためには、ICTの利活用による教育の質の向上が重要
（第3次千葉県特別支援教育推進基本計画 重点項目）
○背景2 新しい時代の特別支援教育の在り方に関する有識者会議報告から
・オンラインを活用した自立活動の指導の可能性も鑑み、オンラインを活用した自立活動の実施方法やその留意点について、実践的に研究を進めることが必要

●ＩＣＴを活用した実態把握
・多面的、多角的に情報収集・共有 ・指導場面の録画記録を引継ぎに生かす

●ＩＣＴを活用した連携●ＩＣＴを活用した指導・評価

研究指定校（小・中学校 計7校）

（視覚、聴覚、肢体不自由、言語、自・情緒、発達障害）

●ＩＣＴを活用した
「学びのネットワーク」構築
＊小・中学校、保護者、医療・福祉等
の関係機関、特別支援学校が連携した
指導・支援

・自立活動動画の配信
・動画活用手引の作成・配付

通級による指導担当教師・特別支援学級担任

・特別支援学校
・心理、医療、福祉等、
外部の専門家

児童生徒

在籍校・在籍学級
（他校の場合）

（相談）

（助言・情報共有、
ケース会議）

（学習状況の共有・
家庭学習支援）

（オンライン、
録画による
指導場面の参観）

（オンライン、
録画による
指導場面の参観）

（相談）

（指導助言・評価）

通級による指導担当教師
特別支援学級担任

・特別支援学校
・外部の専門家
・関係機関通常の学級

担任（在籍
学級又は交
流学級）

他校の特別支援学級担任・通級に
よる指導担当教師

（オンライン
授業研究
会・ケース会
議）

（指導助言）

（相談・
情報
共有）
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（オンライン
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会・ケース会
議）

保護者

ICTの利活用による教育の質の向上

【取組全体概要図】

研究推進会議
・教育体制整備
・指定校への指導助言
・取組内容の協議
・授業参観等

研究指定校連絡会
・情報共有
・取組内容の協議
・事例集の作成

県教育委員会

研究アドバイザー
・指定校との相談窓口
・県教委との連携
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